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1．目的






る ICT の環境整備（例えば「平成 30 年度以降の学校における ICT 環境の整備方針について」（文
部科学省，2017）などに定める水準）を達成できていないこと，及び，地方公共団体間で大きな
格差があることなどの課題が指摘されている（例えば文部科学省，2018 など）。
2018 年 7 月，文部科学省は各都道府県教育委員会教育長，及び各指定都市教育委員会委員長に
「第 3 期教育振興基本計画を踏まえた，新学習指導要領実施に向けての学校の ICT 環境整備の推進
について（通知）」を示した。これによると，「新学習指導要領において求められる学習活動を全て
の学校において実現できるよう，各教科等の指導における ICT を活用した学習場面を念頭に置き，
学校の ICT 環境の整備や教員の ICT 活用指導力の向上に万全を期」するよう求めている。
このように，ICT を活用した学習への環境整備が求められている状況下で，教職員の ICT 活用
指導能力の向上も急務であるといえる。文部科学省（2016）は，「学校における ICT 環境整備の
状況について」において，新しい学習指導要領で求められている ICT 環境整備を，無線 LAN の環
境下で，授業展開に応じ，一人一台の可動式 PC を活用できる「ステップ 3」を目指すよう求めて
いる。このことは，教室の ICT 環境整備について，これまで教師が「教えやすい」ICT 環境から，
学習者が「学びやすい」ICT 環境へと転換することを示唆している。
本研究では，これから加速的に進むであろう ICT の環境整備に伴い，小学校教員を志望する学
生の ICT 活用指導能力や，ICT を活用した授業をデザインする能力において，学生の現状を詳細
に把握すべく，2016 年と 2018 年に科目「教育の方法及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）」
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2016 年 12 月初旬，及び 2018 年 12 月初旬に実施した。
質問紙の構成
（1）学生自身の ICT 教育の経験に関する項目：
調査対象の学生がこれまでに経験してきた ICT 教育について，無制限複数回答法（教師が ICT
を活用する授業 5 件，児童・生徒が ICT を活用する授業 11 件，その他）で回答を求めた。
（2）ICT 教育の必要性に関する項目：










業後 2 年以内，3：卒業後 5 年以内，4：卒業後 10 年以内，5：特に決めていない，6：ICT を活
用しようと思わない）から択一で回答を求めた。
（5）「教員の ICT 活用指導力の基準（チェックリスト）」小学校版の項目：





資料の収集・作成，評価活動などで教師が ICT を活用する能力（4 調査項目）
B　授業中に ICT を活用して指導する能力：児童の興味・関心を高め，課題把握や思考の深化，
















ついては，2016 年と比べて 2018 年ではやや減少している。自由記述には，「情報教室を使ったこ

















に関する項目（1 問），導入のあり方に関する項目（4 問）の計 16 問を 5 段階の評定尺度でたずね，































「6：ICT を活用しようと思わない」を選択した学生はいない。これらの結果より，授業で ICT を
活用したいと考える学生の肯定的姿勢がうかがえる。
（5）「教員の ICT 活用指導力の基準（チェックリスト）」小学校版の項目について




図 5 より，調査項目 A － 3「授業に必要なプリントや提示資料を作成するために，ワープロソフ
トやプレゼンテーションソフトを作成する」において，「3：ややできる，4：わりにできる」と回





一方で，調査項目 A － 2「授業で使う教材や資料などを集めるために，インターネットや CD －
ROM などを活用する」や調査項目 A － 4「評価を充実させるために，コンピュータやデジタルカ
メラなどを活用して児童の作品・学習状況・成績などを管理し集計する」では，「3：ややできる，




ていないと考えられる。なお，森下（2014）が教育学部生を対象に実施した調査結果でも A － 1，




図 6 より，「3：ややできる，4：わりにできる」と回答した学生は，いずれの調査項目も 2 ～ 3




示する」，調査項目 B － 2「児童一人一人に課題を明確につかませるために，コンピュータや提示
装置などを活用して資料などを効果的に提示する」，調査項目 B － 4「学習内容をまとめる際に児
童の知識の定着を図るために，コンピュータや提示装置などを活用して資料などをわかりやすく提
示する」，調査項目 B － 1「学習に対する児童の興味・関心を高めるために，コンピュータや提示
装置などを活用して資料などを効果的に提示する」の結果となった。





図 7 より，調査項目 C － 1「児童がコンピュータやインターネットなどを活用して，情報を収集
したり選択したりできるように指導する」，調査項目 C － 3「児童がコンピュータやプレゼンテー
ションソフトなどを活用して，わかりやすく発表したり表現したりできるように指導する」におい
て，1 ／ 3 の学生が「3：ややできる，4：わりにできる」と回答している。また，調査項目 C － 2「児
童が自分の考えをワープロソフトで文章にまとめたり，調べたことを表計算ソフトで表や図などに
まとめたりすることを指導する」，調査項目 C － 4「児童が学習用ソフトやインターネットなどを
活用して，繰り返し学習したり練習したりして，知識の定着や技能の習熟を図れるように指導する」
においては，「3：ややできる，4：わりにできる」と回答した学生が減少し 1 ／ 4 程度の結果となった。
調査項目 A － 1 では，6 割近くの学生がワープロソフトやプレゼンテーションソフトで授業に必要





図 8 より，すべての調査項目において「3：ややできる，4：わりにできる」を回答した学生が 4
割以上の結果となった。肯定的回答の高い順に，調査項目 D － 4「児童がパスワードや自他の情報
の大切さなど，情報セキュリティの基本的な知識を身につけることができるように指導する」，調
査項目 D － 3「児童がインターネットなどを利用する際に，情報の正しさや安全性などを理解し，
75
健康面に気をつけて活用できるように指導する」，調査項目 D － 2「児童が情報化社会の一員とし
てルールやマナーを守って，情報を集めたり発信したりできるように指導する」，調査項目 D － 1「児
童が発信する情報や情報化社会での行動に責任を持ち，相手のことを考えた情報のやりとりができ
るように指導する」の結果となった。
調査項目 D － 3，D － 4 については，学生にとって日々の生活で利用する機会が多い内容である

















ことが多く，ICT の活用における PC リテラシーの低下が懸念される。
これらの調査結果から得られた知見をもとに，各教員養成授業科目において，科目「教育の方法
及び技術（情報機器及び教材の活用を含む。）」を中心に，「授業者が教えやすい ICT の活用」から，
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